
滴下浸透気化式加湿器滴下浸透気化式加湿器滴下浸透気化式加湿器
空調機ダクト接続型
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Ͱ͢ɻثԽࣜՃ࣪ؾ͏ߦΛ௨աͤ͞Δ͜ͱʹΑΓՃ࣪Λྲྀؾ

1. 性能性向上
ैདྷにൺ、加湿モδュール௨ա෩が 。େॲཧ෩量もアップしました࠷上。͜れによりˋ32

2. 施工性向上
ドϨンഉ水用ϙンプをඪ४ࡌした͜とで、設ܭ時のドϨンഉ水検౼の؆ུԽや施工ۀ࡞をܰݮします。

3. 安全性向上
給水ユニットにೋ࿈電࣓หをඪ४ࡌし、ैདྷよりも҆શੑが上しました。

4. メンテナンス性向上
点検൶の։閉が容қとなり、加湿モδュールのऔりग़しが工۩Ϩスでର応可能となりました。

WM-VSC タイプWM-VSC タイプ

VSC タイプのμクト接続イϝーδ

モモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧννννννννννννννννννννννννννννννννννννΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδにににににににににににににににににににににににににににΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓ ������������������������������ ͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが্্্্্্্্্্্্্্্্্্্্্্্্্্্্্্্্্！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！



�

ྲྀ௨ۭؾՃۭ࣪ؾ

�ਫڅ

ࡐਫϔομՃ࣪څ

υϨϯύϯ
ഉਫ

ۭௐྨػ·ͨ
ϥΠϯϑΝϯ 74$λΠϓ

WM-VSC12HWM-VSC06H WM-VSC12HWM-VSC06HWM-VSC06H

製品概要
VSC タイプは加湿器本体έーγンάに加湿モδュール、ド
Ϩンύン、ドϨンഉ水用ϙンプ、電部などがΈࠐまれ
たユニットܕ加湿器です。加湿チϟンバとしてμクト接続
するだ͚で、ݱ場でのཱは不要です。
加湿器にはファンがଂされておりませんので、ۭௐػɾ
શަ器ɾラインファンのؾ流をμクト接続して௨ա
させる͜とで加湿します。ॲཧ෩量は �,000m3�I までର
応します。

加湿方式
ణԼਁಁؾԽࣜ加湿器は加湿器本体のణԼ給水した加湿
モδュールと௨෩ۭؾとަしてؾԽৠൃする͜とでߴ
湿ۭؾとなり加湿します。
水がৠൃするのに必要なΤωルΪーをৠൃજ（ؾԽ）
といいますが、ؾԽࣜによる加湿では、水分のؾԽৠൃに
より加湿器入ؾۭޱԹはԼして加湿ؾۭޙとしてૹ෩
されます。
͜のؾԽࣜ加湿器ಛ༗のؾԽྫྷ٫ޮՌはࣨൃのߴいౙ
期ྫྷが必要なΦフィスや間ྫྷを必要とするαーバー
ルーϜ、ͦのଞࣨԹがߴくなりがちな部ではྫྷの
。にͭながりলΤωޮՌが期できますݮܰ
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で開錠できます！

工具
要らず！！

1. 性能性向上

通過風速値が 32％ UP ！
ैདྷにൺて加湿モδュール௨ա෩が
1.3 ഒになり、͜れにより࠷େॲཧ෩量もアッ
プしました。

2. 施工性向上

ドレン排水用ポンプの標準搭載と
本体の軽量化を実現
ैདྷΦプγϣンで͋ͬたドϨンഉ水用ϙンプ
をඪ४ࡌ。設ܭ時の検౼؆ུԽや、ドϨンഉ
水用ϙンプऔ付ۀ࡞がݮできます。
さらにドϨンഉ水用ϙンプ付のैདྷとൺ、શ
ۉ番ฏܕ 10.7ˋのܰ量Խ。ैདྷよりも施工ੑが
。上しました

4. メンテナンス性向上

加湿モジュール取り外しは、
工具レスで容易に！
ఱҪ設ஔ加湿器のϝンςφンスۀ࡞ෛՙܰݮ
をతに、バックルཹܕΊۚ۩付点検൶を࠾用。
工۩Ϩスとۀ࡞の؆ུԽにより加湿モδュール
のऔり外しが容қになりました。
のたΊ、Φプγϣンݮܰۀ࡞ஙӴੜ๏による点検ݐ ˞

にて点検૭付き༷を用意しています（1.11 。（রࢀ

3. 安全性向上

万全の安全対策
加湿器本体はఱҪ設ஔですが、ドϨンύンߴ
水Ґ検による運転ఀ止ػ能、ೋ࿈電࣓หのඪ
४ࡌなど、漏水などへの҆શରࡦは万શです。
また、μクトでの݁࿐の৺配がなく、҆৺し
てご使用いただ͚ます。

������������������������ ͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭͭのののののののののののののののののののののੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑੑがががががががががががががががががががががががががががががががががががが্্্্্্্্্্্্！！！！！！！！！！！！
モモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧϧνννννννννννννννννννννΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣンンンンンンンンンンンンンンンンンンδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδδににににににににににににににににににににににににΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓɺɺɺɺɺɺɺɺɺɺɺɺ͍͍͍͍͍͍͍͍͍͍͍͍͍͍͍͍͍͍͍͍͍উউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউউ手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手がががががががががががががががががががががががががががががががががྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑྑ͘͘͘͘͘͘͘͘͘͘͘͘͘͘͘͘͘͘͘͘͘͘͘͘ͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳͳΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓΓ·······································ͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨͨ͠͠͠͠͠͠͠͠͠͠͠͠͠͠͠͠͠͠ɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻɻ



�

接続空調機別 VSCタイプ使用例

室内循環ファン系統ダクトでの加湿

天井隠蔽パッケージエアコン系統ダクトでの加湿

外気処理エアコン系統ダクトでの加湿

ラインファンとのซ用で加湿器୯ಠ運転が可能です。加湿
器とファンの設ஔҐஔをしたい場合や、ファン੩ѹの選
༨地を͛たい場合、加湿器 1 台͋たりの加湿能力を
େきくとりたい場合などに༗ޮです。

外ؾॲཧΤアコンܥ౷のμクトに接続して加湿します。外ؾॲཧΤアコンࠐ加湿で

必要加湿量を֬อできない場合の加湿量ิॿとしてご使用いただ͚ます。

また、外ؾॲཧΤアコンにଂ加湿器がແい場合は VSC タイプと

外ؾॲཧܥ౷μクトで加湿が可能です。

͜の場合はΤアコンਧग़ԹをߴΊに設定いただく͜とが

必要です。

ఱҪӅณΤアコンܥ౷のμクトに接続して加湿します。

ఱҪӅณΤアコンに加湿器をଂしていない場合や、ଂできても

加湿能力が不する場合に、よりޮがߴく、加湿能力の

いߴ VSCタイプで加湿する͜とが༗ޮです。

˞1ɿ Φプγϣンのʰアフターラン制御ボックスʱをซ
用いただく͜とでファンと加湿器の࿈ಈ制御が
可能です。ただし、WM-VSC2�L�H、ɹɹɹɹ
WM-VSC36L�H にはର応しません。
アフターラン制御ボックスのৄ
にͭきましてはࡉ 1.12 をごࢀ
রください。

˞ 2ɿ ؾ流入ޱଆやファンࠐٵଆに
プϨフィルタなどの設ஔが必要
となります。

使用例 1

使用例 2

使用例 3

アフターラン制御ボックス
（Φプγϣン˞ 1）

μクト用ファン（客先ご用意）

ۭࣨؾ

ࣨਧग़

プϨフィルタ˞ 2（客先ご用意）

アフターラン制御ボックス用
リモコンスイッチ（付属）

ΦールフϨッγュύッέーδΤアコン

ύッέーδΤアコン（ۭࣨௐ用）
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デシカント外気処理空調機系統ダクトでの加湿

全熱交換器系統ダクトでの加湿

デγΧント外ؾॲཧۭௐܥػ౷のμクトに接続して加湿します。

デγΧント外ؾॲཧۭௐػでજのཱち上がりิॿとしてご使

用いただ͚ます。VSCタイプで加湿ิॿする͜とで短時間での

ཱち上がりとなり湿が֬อしやすくなります。

શަ器のμクトܥ౷にμクト接続して加湿します。શަ

器ଂ加湿器を使用せず、μクトܥ౷にてよりޮをߴくし、

加湿能力をアップさせたい場合に VSC タイプで加湿する͜とが

༗ޮです。

使用例 4

使用例 5

デγΧント外ؾॲཧۭௐػ

શަ器
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デβインੑのߴいΦフィスではۭௐػ器ྨのఱҪ໘への
࿐ग़がݏΘれるたΊ、加湿器をఱҪへऩΊたい。

デγΧント外ؾॲཧۭௐػでજをճऩしてࣨに
す場合、ཱち上がり運転時にજがいたΊࣨ湿
がなかなか設定湿に౸ୡしない。

外ؾॲཧΤアコンに加湿器がଂされているが、ͦれ
だ͚では設定湿を֬อできる加湿能力が得られない。

湿不がىきにくい୯ಠ加湿ํࣜを࠾用したい。
ただし、ΤアコンはఱҪΧηットܕを࠾用するので、加
湿器をてんまい加湿器にするとఱҪ໘がやかになͬて
しまう。

湿不がىきにくい୯ಠ加湿ํࣜを࠾用したいが、
ࣨはコンピューターがଟ設ஔされるのでࣨఱҪ
の水配施工をආ͚たい。

VSC タイプはఱҪ設ஔの加湿器です。さらに、ఱҪ
設ஔで͋りながら、ϝンςφンスੑに配ྀされている
運用ཧしやすい加湿器です。

ཱち上がり運転時にデγΧント外ؾॲཧۭௐܥػ౷を
ผܥ౷で୯ಠ加湿する͜とで、ࣨ湿を҆定Խさせ
る͜とができます。

ิॿとして同ܥ౷のμクトに VSC タイプを設ஔする
͜とで加湿能力をิॿし、設定湿をຬさせる͜と
が可能です。

VSC タイプをఱҪにऩΊ、ラインファン෩量をେき
くとる͜とで加湿器の࿐ग़をආ͚、設ஔ台をݮらす͜
とが可能です。

VSC タイプを࿓ԼఱҪへ設ஔし、ࣨఱҪにはμ
クトのΈを施工して加湿ۭؾをૹる͜とで、॥加湿
する͜とが可能です。

こんな時はVSCタイプ！ 用途別のご提案

�� ͠ͷ߹ʹඋ͑ɺ
ࣨఱҪͰͷਫࢪΛආ͚ΒΕ·͢

�� ఱҪΧηοτΤΞίϯͱ୯ಠՃ࣪ثͷ
ɹΈ߹ΘͤͰఱҪ໘ΛεοΩϦ͍ͤͨ͞

5�σγΧϯτ֎ؾॲཧۭௐػͷౙظӡస։࣌࢝ʹ
࣪ͷ্ཱ͕ͪΓؒ࣌ΛૣΊ·͢

4��ۭ ௐػଂՃ࣪ثͷՃ࣪力ෆΛิ͍
·͢

�� γεςϜఱҪ࠾༻ͷΦϑΟεͳͲɺ
ҙঊྀͨ͠Ճ࣪ثઃஔ͕ՄͰ͢

࿓Լ ࣨ

74$λΠϓ

74$λΠϓ

՝

՝

՝
՝

՝

提案

提案

提案

提案

提案

ఱҪ໘͕
��ΰνϟΰνϟ͢Δʜ

࿐ग़Λ͑ͯεοΩϦʂ
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74$λΠϓ

74$λΠϓ

74$λΠϓ

湿度不足を起こさないための使用例

外気処理エアコンの補助加湿例

エアコンの RA側ダクトにて加湿する例

単独加湿にて加湿する例
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ࣨൃがߴくࣨԹが設定Թよりもߴくなりがちな部、ౙ期ྫྷ
ෛՙがߴい部では、Τアコンɾコイル付શަ器などの
。加湿では湿が֬อしにくいたΊ、୯ಠ加湿が༗ޮですࠐ器ػ
VSC タイプはラインファンがผ్必要となりますが、ファンଂ
୯ಠ加湿器よりも 1 台͋たりの加湿能力がେきくऔれるたΊ設ஔ台

外ؾॲཧΤアコンଂ加湿器だ͚では必要加湿量を֬อできない場
合、外ؾॲཧΤアコン SA μクトへ VSC タイプを設ஔする͜とで、
加湿を૿ڧする͜とができます。
ஙӴੜ๏の必要加湿量の指ಋとして、҆શݐ 1.2 ഒをٻΊ
られる場合などでは༗ޮです。

VSCタイプを選定するに͋たり、Τアコンの運転モードをஆ運転
で選定するかૹ෩運転で選定するかにより選定が変Θります。
ஆ運転をج४に選定した場合、ޮはく VSC タイプの̡
γリーζで能力֬อできますが、ૹ෩運転時は能力不になる場合
が͋ります。ٯにૹ෩運転時をج४に選定した場合、ޮはߴ
く VSC タイプの̝γリーζで能力֬อできますが、ஆ運転時は
加湿աଟによるにܨがる場合が͋ります。
ૹ෩運転がओなܥ౷では 3A ଆμクトに設ஔする͜とで変ಈのগな
い加湿をߦう͜とができます。

˞ Τアコンྫྷ運転時は加湿能力がେきくԼします。また、
αーモΦフによるૹ෩運転時に෩量がԼした場合、加湿量
もԼしますので、෩量は定֨෩量でのૹ෩運転が必要です。

をݮらしたい場合に༗ޮです。また、੩ѹは選定するファン
によるので検౼ൣғががります。

॥Ճ࣪力ྫʢՃ࣪ثೖؾۭޱ��ˆɾ4�ˋɹ標準ॲཧ෩ྔ࣌ʣ
加湿器ܕ番 ૹ෩ػ෩量 加湿能力

WM-VSC06L 600m3�I 1.�LH�I
WM-VSC12L 1,200m3�I 2.7LH�I
WM-VSC2�L 2,�00m3�I 5.5LH�I
WM-VSC36L 3,600m3�I 8.0LH�I
WM-VSC06H 600m3�I 2.0LH�I
WM-VSC12H 1,200m3�I �.0LH�I
WM-VSC2�H 2,�00m3�I 7.�LH�I
WM-VSC36H 3,600m3�I 11.7LH�I

˞  WM-VSC2�L�H、WM-VSC36L�H の࿈ಈ制御にͭきましては
ࣾѼおい合Θせください。

使用例 1

使用例 2

使用例 3
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電ボックス
0～1˃

1W（ピッチ） 570mm（ピッチ）
ഉ水ɿ̍ �̍ ̌̌ 以上の先Լがりޯ配電ボックス

点検൶˞2500mm以上˞1

50mm以上

0～1˃

̎̌ ̌mmఔ

ఱҪ໘点検�50˘ ޱ以上˞1ā加湿モδュールをҾきग़すたΊに必要です。 ఱҪ໘点検�50˘ ޱ以上

500mm以上

FA/

˞2ā点検൶のલにはޙʑのอकۀ࡞のたΊ、
給水配や電ؾ配線、ྊなどが͜ないように配ྀしてください。

ഉ水

給水

給水

˙̡シリーズʢద༻ޮ˞ 1��ˋλΠϓʣ
ࣜܕ種ɾػ ణԼਁಁؾԽࣜ加湿器ɹ 74$
番ܕ WM-VSC06L WM-VSC12L WM-VSC2�L WM-VSC36L

ඪ४加湿能力
3.2LH�I 6.5LH�I 12.�LH�I 18.�LH�I
�ˎ্ �݅4ؾۭࠐٵɺ標準Ճ࣪力ه ɾ̂�5�3)ɺ標準ॲཧ෩ྔ࣌ͷͰ͢ɻ
Ճ࣪力ॲཧ෩ྔؾۭࠐٵ݅ʹΑΓมԽ͠·͢ͷͰɺॾ͕݅ҟͳΔ߹P�� ͷՃ࣪力ઢਤͰ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

ඪ४ѹ力ଛࣦ˞ 1 2�1B 351B
運転時࣭量 18.0LH 26.7LH �2.7LH �5.5LH
給水量 0.281Ὑ �mJO ʶ 20ˋ 0.350Ὑ �mJO ʶ 20ˋ 0.6�6Ὑ �mJO ʶ 20ˋ 0.��8Ὑ �mJO ʶ 20ˋ

˙Hシリーズʢద༻ޮ˞ 1��ˋλΠϓʣ
ࣜܕ種ɾػ ణԼਁಁؾԽࣜ加湿器ɹ 74$
番ܕ WM-VSC06H WM-VSC12H WM-VSC2�H WM-VSC36H

ඪ४加湿能力
�.7LH�I �.�LH�I 18.8LH�I 27.8LH�I
�ˎ্ �݅4ؾۭࠐٵɺ標準Ճ࣪力ه ɾ̂�5�3)ɺ標準ॲཧ෩ྔ࣌ͷͰ͢ɻ
Ճ࣪力ॲཧ෩ྔؾۭࠐٵ݅ʹΑΓมԽ͠·͢ͷͰɺॾ͕݅ҟͳΔ߹P�� ͷՃ࣪力ઢਤͰ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

ඪ४ѹ力ଛࣦ˞ 1 �71B 581B
運転時࣭量 18.7LH 28.1LH �5.6LH ��.1LH
給水量 0.281Ὑ �mJOʶ20ˋ 0.523Ὑ �mJOʶ20ˋ 0.�63Ὑ �mJOʶ20ˋ 1.301Ὑ �mJOʶ20ˋ

˙̡シリーズɾHシリーズڞ௨༷
ඪ४ॲཧ෩量 600m3�I 1,200m3�I 2,�00m3�I 3,600m3�I

େॲཧ෩量࠷
800m3�I 1,600m3�I 3,200m3�I �,000m3�I
�ˎॲཧ෩ྔʹΑΓՃ࣪力͕มԽ͠·͢ͷͰɺ標準ॲཧ෩ྔͱҟͳΔ߹P�� ͷՃ࣪力ઢਤͰ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

μクトαイζ（ݺび）
ؙμクト接続 ֯μクト接続 ֯μクト接続 ֯μクト接続
П200 200 ʷ 500 200 ʷ 1000 250 ʷ 1000

定֨電源 ୯૬ AC100�200V ݉用ɹ50�60H[
定֨ফඅ電力 50W
電ѹڐ容ൣғ ʶ 10ˋ以

使用݅

पғԹ湿 5 ～ �0ˆ（ౚ݁しない͜と）、80ˋ̧̝以Լ
入ؾۭޱԹ 5 ～ 50ˆ
給水࣭ڙ 水ಓ๏水࣭ج४に४ずるҿྉ水˞ 2

給水ѹ力、Թڙ 0.08 ～ 0.5M1B、5 ～ 30ˆ
දࣔ ドϨンύンߴ水Ґҟৗランプ

外部信号
入力 1）ۭ ௐػインタロック（ແ電ѹ接点入力） 2）ヒューミディスタット（ແ電ѹ接点入力）
ग़力 1）加湿運転（ແ電ѹ接点ग़力） 2）ҟৗʦドϨンύンߴ水Ґʧ（ແ電ѹ接点ग़力）

҆શอޢஔɹ ドϨンύンߴ水Ґҟৗ検による運転ఀ止
Φプγϣン 1）点検૭付き༷ɹ2）加湿器本体用リモコンスイッチ（運転、ҟৗをランプදࣔ）ɹ3）アフターラン制御ボックス˞ 3

ࠝแ容

ᶃ 加湿器本体（ද໘அ材付） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̍台
ᶄ 合フランδ（VSC12L�HɾVSCL�2�HɾVSCL�36H に付属、औ付ボルト付）ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̍ηット
ᶅ 給水ೈಔ（П6.35 ʷ 0.�m、リンάδϣイントࣜ、அ材ඃ෴付）ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̍本
ᶆ 給水ストϨーφ（5 ख݉用）ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜܧ給水、31�2、�100、ܕ 1 個
ᶇ ഉ水ϗース（П30 ʷП25 L ϗースバンド、ܕ 2 個付）ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 1 本
ᶈ औѻઆ໌ॻྨ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 一ࣜ

˞ 1ɿద用ޮ、ඪ४ѹ力ଛࣦのは、֤ܕ番ともඪ४ॲཧ෩量時のをࣔします。
˞ 2ɿ 加湿器に使用するڙ給水は、必ず水ಓ๏に定Ίられた水ಓ๏水࣭ج४にద合したҿྉ水をご使用ください（上水ಓの使用をਪします）。ҿྉ水の水࣭ج४をຬした水でも地Լ水ɾ

Ҫށ水ɾ地Լ水をར用したઐ用水ಓɾ工ۀ用水をར用した水の使用では、ͦのؚ༗分のӨڹでૣ期のスέールൃੜやスέールඈࢄがੜじる場合が͋りますのでご意ください。ま
た、ೈ水器ॲཧ水およびೈ水器ॲཧ水と地Լ水ɾҪށ水ɾ地Լ水をར用したઐ用水ಓɾ工ۀ用水とのࠞ合水は使用しないでください。ೈ࣭のスέールがੳग़し、ඈࢄする͜とが͋ります。
ドϨンഉ水用ϙンプはϨϕルηンα（電ۃピン）により水Ґを検して運転ɾఀ止しますので७水は使用できません。

˞ 3ɿアフターラン制御ボックスは WM-VSC2�L�H、WM-VSC36L�H にはର応しません。WM-V*B タイプをご検౼ください。

仕様

˙Ճ࣪ثຊମपғεϖʔε

番（WM-）ܕ 1W
VSC06L�H 310
VSC12L�H 610
VSC2�L�H

1210
VSC36L�H
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加湿器本体 外形図

˙8.�74$��L�H֎ܗਤ

ᶺ 部໊শ ɹ༷
ᶃ 加湿器本体 ද໘அ材付
ᶄ 加湿モδュール HS ファイバー（༷ە߅）
ᶅ 給水用電࣓ห AC100V
ᶆ ѹหݮ CAC�02
ᶇ ҟৗランプ（） ドϨンύンߴ水Ґҟৗ
ᶈ 電ボックス S(CC
ᶉ 点検൶ ද໘அ材付
ᶊ ドϨンύン S6S30�
ᶋ ഉ水ޱ П25 11
ᶌ 給水ೈಔ П6.35ʷ0.�mɹஅ材付
ᶍ 加湿器電源接続ޱ －
ᶎ 給水ストϨーφ 5 ܕ �100 31�2
ᶏ 給水αーϏスห 客先ご用意
ᶐ 本体औ付ۚ۩ M10 用
ᶑ 接続μクト 客先ご用意
ᶒ 接続μクト 客先ご用意
ᶓ 合フランδ 上දࢀর
ᶔ ഉ水ϗース П30 ʷП25ɹL ܕ
ᶕ ϝンςφンス用水ൈޱ 3c1�2 S6S 配接続不可
ᶖ ドϨンഉ水用ϙンプ AC100V
ᾛ フラッγンά用バルブ 客先ご用意

ᶺ 部໊শ ɹ༷
ᶃ 加湿器本体 ද໘அ材付
ᶄ 加湿モδュール HS ファイバー（༷ە߅）
ᶅ 給水用電࣓ห AC100V
ᶆ ѹหݮ CAC�02
ᶇ ҟৗランプ（） ドϨンύンߴ水Ґҟৗ
ᶈ 電ボックス S(CC
ᶉ 点検൶ ද໘அ材付
ᶊ ドϨンύン S6S30�
ᶋ ഉ水ޱ П25 11
ᶌ 給水ೈಔ П6.35ʷ0.�mɹஅ材付
ᶍ 加湿器電源接続ޱ －
ᶎ 給水ストϨーφ 5 ܕ �100 31�2
ᶏ 給水αーϏスห 客先ご用意
ᶐ 本体औ付ۚ۩ M10 用
ᶑ 接続μクト 客先ご用意
ᶒ 接続μクト 客先ご用意
ᶓ 合フランδ П200 用（ࠩࠐ長さɿ80）
ᶔ ഉ水ϗース П30 ʷП25ɹL ܕ
ᶕ ϝンςφンス用水ൈޱ 3c1�2 S6S 配接続不可
ᶖ ドϨンഉ水用ϙンプ AC100V
ᾛ フラッγンά用バルブ 客先ご用意

番（WM-）ܕ H W 1W H1 H2 H3 μクトαイζ（ݺび）
VSC12L�H

380
6�7 610 53

335 351
200 ʷ 500

VSC2�L�H
12�7 1210

51 200 ʷ 1000
VSC36L�H �55 73 �10 �26 250 ʷ 1000

˙8.�74$��L�Hʙ8.�74$��L�H֎ܗਤ

番（WM-）ܕ DW DH A B C D m O
VSC12L�H 505

205
57.5 11 25

37.5
7

3
VSC2�L�H

1005 �7.5 13.5 30 15
VSC36L�H 255 30 �

˞合フランδ֤部のੇ๏はؔ౦ۭௐ工ۀձの֨نに४ڌしています。
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加湿能力
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˔ 加湿器入ؾۭޱのԹ湿およびॲཧ෩量
により加湿能力は変ಈします。設ܭ݅
が༷දࡌهの能力݅とҟなる場合に
は、ӈهのखॱで加湿能力をࢉग़してく
ださい。

˔ 設ܭॲཧ෩量は、֤ܕ番の࠷େॲཧ෩量
を͑ないようにしてください。なお、L
γリーζと H γリーζでは࠷େॲཧ෩量
は同一でも加湿能力とѹ力ଛࣦがҟなり
ます。

˔ॲཧ෩量ɾ加湿能力がద合しても、ۭௐ
容ѹ力ଛࣦڐ、のૹ෩能力によͬてはػ
をຬできない場合が͋ります。ご不໌
な点はおい合Θせください。

˙Ճ࣪ྗͷࢉग़खॱ（༷දを͋Θせてごࢀরください）
ᶃ 設ܭॲཧ෩量と加湿器の࠷େॲཧ

෩量（L γリーζ � H γリーζڞ
௨）をൺֱし、ʮ設ܭॲཧ෩量ʽ
番を選ܕେॲཧ෩量ʯとなる࠷
します。

ᶄ 選したܕ番のඪ४加湿能力を֬
ೝします（࠷େॲཧ෩量を同一と
する L γリーζ � H γリーζの
̎छྨͷ標準Ճ࣪力Λ֬ೝʣ。

ᶅԼهのԹ湿線ਤから加湿器
入ؾۭޱ݅に応じたԹ࣪
をಡΈとります。

ᶆ ෩量ൺ（設ܭॲཧ෩量 � 選した
、しࢉܭ番のඪ४ॲཧ෩量）をܕ
Լهの෩量線ਤから෩量ൺに
応じた෩ྔをಡΈとります。

ᶇ加湿能力（LH�I）は、ᶄʷᶅʷᶆ
となります。

ᶈ 必要加湿量をຬできる L γリー
ζ � H γリーζのどちらかのܕ番
を選し、Լهのѹ力ଛࣦ線ਤで
選定したܕ番のѹ力ଛࣦを֬ೝし
てください。

˙ઢਤΛ༻͍ͨՃ࣪力ࢉग़ྫ

番ܕ
Թ湿ؾۭࠐٵ

23 ɾ̂
�0�3H

22 ɾ̂
50�3H

WM-VSC06L 1.3�LH�I 1.05LH�I
WM-VSC12L 2.73LH�I 2.1�LH�I
WM-VSC2�L 5.�1LH�I �.25LH�I
WM-VSC36L 7.�3LH�I 6.23LH�I
WM-VSC06H 1.�7LH�I 1.55LH�I
WM-VSC12H 3.��LH�I 3.10LH�I
WM-VSC2�H 7.8�LH�I 6.20LH�I
WM-VSC36H 11.67LH�I �.17LH�I

（Կれもඪ४ॲཧ෩量時の加湿量）
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˙ຊମऔ
˗本体は水४器を使用し、水ฏにऔり付͚てくだ

さい。ਖ਼しく施工されないと、フロートスイッ
チの࡞ޡಈによる水漏れのݪҼになります。や
むを得ず水ฏにऔり付͚られない場合は、ഉ水

（点検൶）ଆに 1 以˃、෩Լଆに 1 以˃の
きにऩΊてください。また、1.7 の加湿器
本体पғスϖースを֬อしてください。

るようαーϏス͑ߦʑのอक点検が容қにޙ˗
スϖースにご配ྀください。

˗加湿器ग़ޱଆのμクトには、必ずอԹॲཧを施
してください。

˗加湿器からは࿈続తにগ量のドϨンがग़るた
Ί、本体の設ஔҐஔの選定に͋たͬては、ഉ
水配のे分な先Լがりޯ配（1�100 以上）
が֬อできるようにご配ྀください。

˗֦େɾॖ খのޯ配にͭいては、֦ େ15 以˃Լ、ॖ
খ30 以˃Լとしてください。やむを得ず͜の
を͑る場合には、֦ େɾॖ খ部にΨイドϕーン
を設ஔするなどしてؾ流を流してください。

˗ラインファンとの࿈ಈで加湿器を୯ಠ運転する
場合は、一࣍ଆにフィルタを設ஔしてください。

ਗ਼ড়をཧされているࣨ、施設をରؾۭ˗
に加湿器をご使用になる場合は、加湿器をΈ
ਗ਼ড়ٻଆに、要࣍౷の加湿器ೋܥんだۭௐࠐ
をຬできる能力を༗する࠷ऴフィルタを設
ஔしてください。

˗μクト上流ଆに電ؾヒータをऔり付͚る場合
は、ۭ ௐػ器運転ఀ止時のࣹのӨڹによ
る加湿器ଛইを͙たΊ、ファンアフターラン
による電ؾヒータのྫྷ٫やαーミスタなどのη
ンαྨのซ用によるԹ制御ػ能を設͚てく
ださい。また、加湿器本体पғԹは༷දに
。の使用݅となるようご配ྀくださいࡌه

˗本加湿器のԼにೞれてࠔるものをஔかないで
ください。

˗ϝンςφンスのたΊに、加湿器および点検ޱの
ԼにはҠಈできないものをஔかないでください。

͍ͯͭʹਫਫ࣭څ˙
˗加湿器に使用するڙ給水は、必ず水ಓ๏に定Ίら

れた水ಓ๏水࣭ج४にద合したҿྉ水をご使用く
ださい（上水ಓの使用をਪします）。
ҿྉ水の水࣭ج४をຬした水でも地Լ水ɾ
Ҫށ水ɾ地Լ水をར用したઐ用水ಓɾ工ۀ用水
をར用した水の使用では、ͦのؚ༗分のӨ
がੜࢄでૣ期のスέールൃੜやスέールඈڹ
じる場合が͋りますのでご意ください。また、
ೈ水器ॲཧ水およびೈ水器ॲཧ水と地Լ水ɾ
Ҫށ水ɾ地Լ水をར用したઐ用水ಓɾ工ۀ用水
とのࠞ合水は使用しないでください。ೈ࣭の
スέールがੳग़し、ඈࢄする͜とが͋ります。

˗७水は使用できません。ドϨンഉ水用ϙンプはϨ
ϕルηンα（電ۃピン）により水Ґを検して運
転ɾఀ止します。したがͬて給水には、必ず水ಓ
๏水࣭ج४に४ずるҿྉ水をご使用ください。

ഉਫڅ˙
˗加湿器への給水は、ެڞの水ಓから接接

続する͜とはできません。͜のような場合は
γスターン（ࣜܕೝ可）をご使用ください。
水ಓ݁給水にͭきましては、おい合Θせく
ださい。

˗給水配には、加湿器ごとに必ず給水αーϏス
หとフラッγンά用バルブを設͚てください。

˗ഉ水配はܘ 20A 以上とし、ഉ水ओま
では加湿器ごとに୯ಠに配してください。

˗ഉ水配は必ず 1�100 以上の先Լがりޯ配
を֬อし、େؾղ์としてください。

˗ഉ水配はഉ水ޱより上へཱち上͛る͜とはで
きません。

˗給水配ɾഉ水配ともに、ౚ݁および݁࿐を
止するたΊのอԹॲཧが必要となります。

ઢؾి˙
˗加湿器元電源には必ず漏電ブϨーΧを設͚てく

ださい。
˗アースは D 種接地工事にて必ず施工してくだ

さい。
˗ヒューミディスタットは客先ご用意となります。

接点容量2A 以上のヒューミディスタット1個で
加湿器10 台まで運転をߦう͜とができます。

˗ۭௐػとの࿈ಈ運転の場合は、加湿器を接続
したۭௐػ器が運転தにのΈ O/ となるよう
にインタロックをとͬ てください。

˗ʮ加湿運転ʯおよびʮҟৗʯをແ電ѹ接点信
号として外部औりग़しできます。

˗Φプγϣンとしてઐ用のリモコンスイッチを用意
しています（1.11 。（রࢀ

˙ӡస੍ޚ
˗加湿器への給水は、ݮѹหɾ電࣓หなどの

Έ合ΘせによりࣗಈతにߦΘれます。
˗ۭௐػ器とのインタロックճ࿏によりࣗಈ運転

をߦいます。また、ヒューミディスタットの加
湿信号によりࣗಈൃఀします。
ド̠Ϩンύンߴ水Ґ検により加湿器の運転をఀ
止します。

˙อकݕ
˗௨ৗのอकは、加湿モδュールの点検（ચড়）、

給水配のフラッγンά、給水ストϨーφɾドϨ
ンύンআなどです。

˗ӴੜతなۭௐをߦうたΊには、運転休止時に
ؚ水ঢ়ଶの加湿モδュールが長時間์ஔされ
る͜とはましく͋りません。定期తに加湿モ
δュールがס૩しない場合、षؾのൃੜにࢸ
る場合が͋ります。
ˎ ۭ ௐػ器の運転をఀ止するࡍには、加湿器

の運転をఀ止（給水ఀ止）して、ԼهදをΊ
やすにۭௐػアフターラン（ૹ෩運転）をߦ
い、加湿モδュールをס૩させてください。

74$λΠϓ �Ϟδϡʔϧס૩ؒ࣌ͷΊ͢

γリーζ
ؾۭ （݅定֨෩量時）

22ˆ �0ˋ̧̝ 15ˆ 50ˋ̧̝
̡  35 分  �5 分
H  1 時間  1 時間 15 分

ˎ ۭ ௐػアフターラン（ૹ෩運転）がࠔな
場合は、ۭௐػを運転ఀ止するલに加湿器
の給水をఀ止する͜とで、加湿モδュールを
૩させるスέδュール運転の࣮施をご検ס
౼ください。

ˎ 2� 時間運転など࿈続した運転の場合、一
に一、上هදをΊやすに加湿器の運転
をఀ止（給水ఀ止）し、ૹ෩による加湿モ
δュールのס૩をͬߦてください。給水をఀ
止しても加湿モδュールにอ水した水がؾԽ
ৠൃする͜とで、ۃ端な加湿不などの不
合はճආ可能です。

˗加湿モδュールは、使用によͬてԚれがଯੵす
るたΊ、加湿能力および加湿によるؾԽྫྷ٫
ޮՌがঃʑにԼします。以Լの点にご意く
ださい。

ˎԚれの量は、水࣭や運転ڥの༷ʑな要Ҽに
よͬ て変Խしますので定期తにࢹし、Ԛれの
࣭や量に応じたચড়ํ๏、ચড়αイクルを定
Ίてください。水ಓ๏水࣭ج४に४じている
場合でも、શߗ、γリΧ分量などがଟ͚れ
、ͦ れだ͚Ԛれやスέール分のੳग़量も
ଟくなる可能ੑが͋ります。
ձඪۀとして、（一ࣾ）本ྫྷౚۭௐ工ߟࢀ
४֨نではʮྫྷౚۭௐػ器用ྫྷ٫水水࣭ج४

（+3A-(L02-1���）ʯにおいて、ྫྷ٫水の
ิ給水の水࣭にͭいてスέールのにӨڹ
を༩͑る߲とج४は、QH（25ˆ）ɿ6.8 ～
8.0、ಋ電（25ˆ）ɿ30mS�m 以Լ、ࢎফ
අ量（QH�.8）ɿ50mHCBCO �̏Ὑ以Լ、શߗ
ɿ70mHCBCO �̏Ὑ以Լ、ΧルγϜߗɿ
50mHCBCO �̏Ὑ以Լ、イΦンঢ়γリΧೱɿ
30mHSJO �̎Ὑ以Լとされています。ただし、
上جه४をຬたした水でも、地Լ水ɾҪށ水ɾ
地Լ水をར用したઐ用水ಓɾ工ۀ用水をར
用した水の使用では、ͦのؚ༗分のӨڹ
でૣ期のスέールൃੜやスέールඈࢄがੜ
じる場合が͋りますのでご意ください。ま
た、ೈ水器ॲཧ水およびೈ水器ॲཧ水と地
Լ水ɾҪށ水ɾ地Լ水をར用したઐ用水ಓɾ
工ۀ用水とのࠞ合水は使用しないでくださ
い。ೈ࣭のスέールがੳग़し、ඈࢄする͜
とが͋ります。

˗加湿モδュールのަप期は、加湿器の設ஔ
ӈࠨのසなどにۀ࡞給水࣭、ચড়ڙやڥ
されますが運転時間 5,000 時間を҆にして
ください。一ൠۭௐでのஆ期の加湿運転時
間を 1  10 時間とした場合、間 1,250
時間となりますのでަप期は � が҆と
なります。また、間ۭௐでの加湿運転時間
は 5,000 時間となりますのでަप期は 1
が҆となります。

˗定期తに加湿器のドϨンύンɾഉ水トラップɾഉ
水ࡼを点検し、Ԛれが͋る場合には֤ϝー
Χー指定のऔりѻいに४じてআしてください。

˗加湿用給水配はγーζンΦフには௨水がな
いたΊの৯がൃੜしやすく、ཹ水は
Ԛれます。配ཹ水の加湿器への流入止
およびӴੜతにご使用いただくたΊに、γーζ
ンイン時には必ず配のフラッγンάを࣮施し
てください。

˙ͦͷଞ
˗加湿器を௨աするؾ流またはڙ給される給水

தにᎢ水ੑを༗する࣭がؚまれている場合、
ͦの分のӨڹにより加湿モδュールがᎢ水
する場合が͋ります。ަप期が短くなる場合
が͋りますのでご意ください。

݅などにより、使用できない場ؾ場のۭݱ˗
合が͋ります。以Լのような場合にはฐࣾѼご
૬ஊください。
ˎ௨ؾ、設ஔ場ॴに৯ੑΨスが༧される

場合
ˎਥ、৯工場ͦのଞ、௨ؾにԘ分やΦイ

ルミストをؚむおͦれの͋る場合
にۚ属ੑのਖᆍをؚむؾց工場など、௨ػˎ

おͦれの͋る場合
ˎපӃなどのਗ਼ড়を要ٻされるಛघۭௐ

ご採用にあたって
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加湿器本体ᶺ2へ（࠷େᶺ10まで）

加湿器本体ᶺ （̍AC100V）

電源 AC100V 50�60H[

ణԼਁಁؾԽࣜ加湿器用
リモコンスイッチ

˙ϦϞίϯεΠον݁ઢߟࢀਤʢ"$���7༻ʣ

点検૭

点検൶

オプション

◇加湿器本体用リモコンスイッチ
ʮ運転ʯɾʮҟৗʯ（一ׅ）のランプදࣔػ能付きの運転スイッチです。AC100V 用と AC200V 用を用意しております（Լ݁ه
線ߟࢀਤは AC100V 用のものです）。

◇点検窓付き仕様
点検൶に点検૭が付いている༷です。点検૭からドϨンύン、加湿
モδュールのঢ়ଶが֬ೝできます。
ஙӴੜ๏では݄ݐ 1 ճの加湿器の点検がٛ付͚られていますが、
点検૭付き༷では、点検൶を։かずに෩上ଆと෩Լଆから加湿モ
δュールのೞれঢ়ଶが֬ೝできるߏとなͬているたΊ、݄ 1 ճの
点検ۀ࡞を؆ུԽできます。

 ʮݐஙにお͚るӴੜతڥの֬อにؔする๏施نߦଇʯ（ུশɿ
ஙӴੜ๏、2003ݐ  � ݄施ߦ）では、加湿ஔは使用։࢝
時および使用期間தの 1 ϱ݄以ごとに 1 ճの定期点検（必要
に応じてਗ਼）、ഉ水ड͚（加湿ஔがΈࠐまれているۭௐػ
ドϨンड͚をؚむ）をඋ͑るものは同じく 1 ϱ݄以ごとに 1
ճの定期点検（必要に応じてਗ਼）、1 に 1 ճの定期తなਗ਼
が͚ٛͮられています。

෩Լଆ ෩্ଆ



��

アフターラン制御ボックス用
リモコンスイッチ

◇アフターラン制御ボックス（AFB-VS）˞ WM-VSC2�L�H、WM-VSC36L�H にはର応しません。WM-V*B タイプをご検౼ください。

アフターラン制御ボックスは、VSC タイプとμクト用ファン（客先ご用意）を接続し、加湿器୯ಠでのࣨ接加湿をߦうた
Ίの制御ボックスです。加湿器本体とラインファンのซ用で୯ಠ運転する場合、アフターラン制御ボックスܦ༝でファンへ電源
をૹる͜とで加湿器運転ఀ止時にファンཹ運転となります。Ӵੜ໘の配ྀとしてޮՌతです。

˞アフターラン制御ボックスに
付属しています。

˔加湿器本体とμクト用ファンをアフターラン制御ボックス
により࿈ܞし、運転制御をߦいます。

˔加湿運転の意のൃఀは、外部指令（ແ電ѹ接点入力）に
よるԕํൃఀ、またはࣨに設ஔしたアフターラン制御
ボックス用リモコンスイッチによるख元ൃఀとなり、Կれ
の場合もʮޙԡし༏先ʯとなります。

˔加湿運転தはヒューミディスタット（客先ご用意）からの
加湿信号によりࣗಈ運転をߦいます。

˔加湿器のӴੜରࡦとして、アフターランػ能をࡌして
います。加湿運転ఀ止ޙまたは運転ঢ়گに応じファンアフ
ターラン（加湿モδュールס૩のたΊのૹ෩運転）をߦい
ます。

˔ඪ४のリモコンスイッチのଞ、ヒューミディスタットػ能
をଂしたヒューミ付リモコンも選可能です。

αΠυεΠον
ଂヒューミディスタットの֤種
設定用。ϖン先などで、ピンϗー
ルスイッチをԡして設定します。

˞֤දࣔ౮はઆ໌のたΊに点౮ঢ়ଶとしています。また、࣮ࡍの৭とはҟなる場合が͋ります。

ヒューミ付リモコンは WM-VSC タイプとアフターラン制御ボッ

クスซ用時にର応するものです。WM-VSC タイプ୯ಠ使用の場

合には使用できませんのでご意ください。

࣪ݕग़෦
ग़ՙ時のヒューミディスタット設定湿
は �0ˋ 3H です。35 ～ 70ˋ 3H のൣ
ғで 5ˋ୯Ґで設定変更が可能です。

番ܕɾࣜܕ ヒューミ付リモコンɹWM-H3M103

本体पғԹ湿
5 ～ �0ˆ（ౚ݁しない͜と）
30 ～ �0ˋ̧̝以Լ（݁࿐しない͜と）
ˎリモコンスイッチはࣨઐ用です。

湿設定ൣғ 35 ～ 70ˋ 3H

湿設定ヒスςリγス － 5ˋ 3H

リモコンスイッチέース৭ ϗϫイト（ۙࣅ৭ Ϛンηル 5:��0.5）

リコモンスイッチ
ॳ期設定

加湿器本体とリモコンスイッチの接続時
にアドϨスの設定が必要となります。
ˎリモコンスイッチのΦートアドϨスػ

能により֘リモコンに接続されてい
る本体接続台をೝࣝ、設定します。

ࠝแ容
1）リモコンスイッチ ʝʝʝʝʝʝ̍個
2）ॳ期設定ૢ࡞આ໌ॻ ʝʝʝʝʝ̍部

ヒヒヒヒヒヒュュュュュュュュューーーミミミミミミデデデデデデデデディィィィィィィィィィィィィィィィィィスススススススススススススススタタタタタタッッッッッットトトトトトトトトトトトののののののののの別別別別別別別別別途途途途途途手手手手手手手手手手手手配配配配配配ががががががががが不不不不不不不不不不不不要要要要要要にににににに！！！ 現現現現現現地地地地地地計計計計計計装装装装装装装装装工工工工工工工工工工工工工工工事事事事事事ををををををををを省省省省省省省省省力力力力力力力力力力力力力力力化化化！！！

ヒヒヒヒヒヒヒヒヒュュュュュュュュューーーミミミミミミミミミミミミミミミ付付付付付付付付付付付付付付付リリリリリリリリリモモモモモモモモモモモモココココココンンンンンンンンンンンン

Ξϑλーϥϯ੍ޚϘοΫεରԠΦϓシϣϯ

アフターラン制御ボックス
（Φプγϣン）

μクト用ファン（客先ご用意）

ۭࣨؾ

プϨフィルタ˞（客先ご用意）

アフターラン制御ボックス用
リモコンスイッチ（付属）

ࣨਧग़

ଆにプϨフィルタࠐٵଆやファンޱ流入ؾ  ˞
などの設ஔが必要となります。
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˙ࠝแ༰
ᶃアフターラン制御ボックスʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ̍台
ᶄ接続コード（制御ボックス～加湿器本体接続用、̍ ̼）ʜʜʜʜ 3 本
ᶅऔѻઆ໌ॻྨʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 一ࣜ
ᶆアフターラン制御ボックス用リモコンスイッチʜʜʜʜʜʜʜ ̍台
ɹ（ॳ期設定ૢ࡞આ໌ॻ同ࠝ）
˞ࠝแされている接続コード 3 本のうち、࣮ࡍに使用するのは 2 本で

す。ৄࡉは施工要ྖॻ � औѻઆ໌ॻをごࢀরください。
˞アフターラン制御ボックスとアフターラン制御ボックス用リモコンス

イッチはผࠝแです。

˙٬ઌ͝༻ҙ
1）μクト用ファンʦファン用制御リϨー接点容量ɿ7.5A（༠ಋෛՙ）ʧ

2）ヒューミディスタット（ೋҐஔࣜ、接点容量 2A 以上）

3）漏電ブϨーΧ（電源元スイッチ）（֤加湿器ຖにご用意ください）

˔ෳ台の加湿器をリモコンスイッチ̍個で同時制御させる場合
には、Ճ࣪ثͷΞϑλʔϥϯ੍ޚϘοΫε͕ඞཁʹͳΓ
·͢ɻ͋Θせて漏電ブϨーΧ（電源元スイッチ）も֤加湿器ご
とにご用意ください。

˔定֨電源は୯૬AC100Vです。AC200Vにはର応いたしません。

˔アフターラン制御ボックスは、ఱҪ໘の加湿器本体用点検ޱの
ۙにऔり付͚るか、ઐ用の点検ޱを設͚てください。制御ボッ
クスと加湿器本体との接続コード（付属）は̼̍です。

˔μΫτ༻ϑΝϯܕߟࢀ൪ʢ٬ઌ͝༻ҙʣ

VSC06L�H 用 VSC12L�H 用

μイΩン工᷂ۀ
VFDS700B

ڧ） 500m3�I 時
੩ѹ 118�1681B）

VFDS1300B
ڧ） 1,000m3�I 時
੩ѹ 17��2581B）

᷂ػඛ電ࡾ
BFS-65S6(2
ڧ） 650m3�I 時
੩ѹ 118�1571B）

BFS-120S6(2
ڧ） 1,200m3�I 時
੩ѹ 210�2651B）

˙Ξϑλーϥϯ੍ޚϘοΫε༷�
ɹ໊ ణԼਁಁؾԽࣜ加湿器 VSC用アフターラン制御ボックス

ɹ番ܕ WM-AFB-VS

ద合加湿器˞ 1 WM-VSC06L WM-VSC06H WM-VSC12L WM-VSC12H

加湿能力 ˞ 2 1.�LH�I（෩量 600m3�I 時） 2.0LH�I（෩量 600m3�I 時） 2.7LH�I（෩量 1,200m3�I 時） �.0LH�I（෩量 1,200m3�I 時）

定֨電源 ୯૬ AC100V 50�60H[

定֨ফඅ電力 55 W（加湿器本体のফඅ電力をؚむ）ɹ˞客先ご用意のファンをআく

࣭ɹ量  2.�LH

電ѹڐ容ൣғ ʶ10ˋ以

使用݅ पғԹ湿 5 ～ �0ˆ、80ˋ 3H 以Լ

運転 � ఀ止

ヒューミディスタットをご使用の場合は加湿信号によりࣗಈൃఀします。意のൃఀはʮリモコンスイッチૢ࡞によるൃఀʯとʮ外部指
令信号入力によるԕํൃఀ（外部指令制御の場合）によりߦΘれʮޙԡし༏先ʯとなります。
˞外部指令信号入力はʮৗ時入力信号ʯとʮ瞬時入力信号ʯにର応しています。信号の種ྨに応じてコントロールユニットのディップスイッ

チସが必要です（ग़ՙ時設定はৗ時入力信号）。

外部信号ग़力
ใ信号ग़力ɿແ電ѹ接点ग़力（̰接点、125Vܯ 3A ߅ෛՙ）、ࣗݾอ࣋
˞加湿運転信号は加湿器本体よりग़力されます。

能力ସ リモコンスイッチによりڧऑ̎ஈସ可能

リモコンスイッチ
ॳ期設定

制御ボックスとリモコンスイッチの接続時にアドϨスの設定が必要となります。
˞ リモコンスイッチのΦートアドϨスػ能により、֘リモコンに接続されている本体接続台をೝࣝ、設定します（リモコンスイッチ

のૢ࡞とදࣔ౮の点໓ճで接続台が֬ೝできます）。

อ݈Ӵੜରࡦ
アフターランػ能（加湿モδュールס૩のたΊૹ෩運転、客先ご用意のファンのൃఀをߦいࣗಈఀ止します）
˞加湿器運転ఀ止時に、ӴੜతなۭௐをߦうたΊに加湿モδュールのס૩をߦいます
˞アフターランதはリモコンスイッチの加湿材ס૩දࣔ౮が点౮します

ͦのଞ
ɾリモコンスイッチがないと運転できません。付属のリモコンスイッチは必ずご使用ください。
ɾؾ流入ޱଆやファンࠐٵଆにはプϨフィルタを設ஔしてください。

˞ 1ɿWM-VSC2�L�H、WM-VSC36L�H にはର応しません。WM-V*B タイプをご検౼ください。
˞ 2ɿ加湿器入ؾۭޱԹ湿 23ˆɾ�0�3H にお͚るをࣔします。
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番号 部໊শ ɹ༷
ᶃ έーγンά S(CC
ᶄ コントロールユニット V,C6-S
ᶅ ファン運転リϨー（ڧ） AC100V
ᶆ ファン運転リϨー（ऑ） AC100V
ᶇ ヒューζ 10A
ᶈ 端子台 121
ᶉ 電線औग़ޱ -

˙Ξϑλーϥϯ੍ޚϘοΫε�֎ܗਤ

˙Ξϑλーϥϯ੍ޚϘοΫε�݁ઢཁྖਤ

• 破線部分は客先ご用意となります。
• アフターラン制御ボックスへの電源線はファン容量に応じた線材を選定してください。加湿器本体（WM-VSCタイプ）への配線は

アフターラン制御ボックスに付属の接続コードを2本使用します。
• アフターラン制御ボックスからの線材（C1, C2, L1, L2, 5, 6, 7, 8）は0.5～0.75mm²をご使用ください。
• 加湿器の運転を長期休止する場合、点検などやむを得ず電源をOFFとする場合には給水元バルブを閉じ、万一の場合にも水が流れて漏水事故にならないようにしてください。
• リモコンスイッチは必ずご使用ください。リモコンスイッチを使用しないと運転できません。
• リモコンスイッチ1個で本体10台まで同時制御可能です。
• ヒューミディスタット（HS)および外部指令信号入力の渡り線は不要です。
• ヒューミディスタット（HS)を使用しない場合には、アフターラン制御ボックス-1の端子台L1－L2間を短絡してください。
• 外部指令信号入力に瞬時入力信号を使用する場合は、アフターラン制御ボックス－1のコントロールユニットのディップスイッチ（DS3 1番ピン）の設定を変更してください。
• 外部指令信号入力のうち瞬時入力信号の場合は,100msec（0.1秒）以上の接点を入力してください。
• アース（E）はD種接地工事にて施工してください。

VSC用アフターラン制御ボックス－1（WM-AFB-VS)

WM-VSC1

VSC用アフターラン制御ボックス－2（WM-AFB-VS)

WM-VSC2



滴下浸透気化式加湿器滴下浸透気化式加湿器滴下浸透気化式加湿器

2�06 ᶋ

• アフターラン制御ボックスへの電源線はファン容量に応じた線材を選定してください。
加湿器本体（WM-VSCタイプ）への配線はアフターラン制御ボックスに付属の接続コードを2本使用します。

• アフターラン制御ボックスからの線材（C1, C2, L1, L2, 5, 6, 7, 8）は0.5～0.75mm²をご使用ください。
• 加湿器の運転を長期休止する場合、点検などやむを得ず電源をOFFとする場合には給水元バルブを閉じ、万一の場合にも水が流れて漏水事故にならないようにしてください。

• アース（E）はD種接地工事にて施工してください。

VSC用アフターラン制御ボックス（WM-AFB-VS) 加湿器本体（WM-VSCタイプ）

1 ヒューミディスタット（HS）、ۭ ௐػインタロック（*L）を使用しない場合は、VSC用アフターラン制御ボックス（WM-AFB-VS）のL1-L2間を短絡してください。

また、ヒューミディスタット（HS）、ۭ ௐػインタロック（*L）を接続する場合はແ電ѹ接点を配線してください。

˙Ξϑλーϥϯ੍ޚϘοΫε�ిؾճ࿏ਤ

˔ご使用のલに、ʮऔѻઆ໌ॻʯなどఴ付のઆ໌ॻྨ

をよくおಡΈの上、ਖ਼しくご使用ください。

˔本は、ઐऀۀのཧのもとにご使用ください。

˔औ付工事、電ؾ工事はઐऀۀにґཔしてください。

˔本は、定期తなอक点検ۀ࡞が必要です。

อक点検ۀ࡞は、ࣾまたはઐऀۀにご૬ஊください。

安全に関するご注意 本ࣾӦۀ本部 ˟̍ ̒̍ -̔ ̑̏  ̍ ౦ژ৽॓۠தམ合 3-15-15 ̢̬本ࣾϏル 5EL.̌ -̏̏ ̑̕ -̐̍ ̍̌ ̍

େ ࢧ ࡕ ళ ˟̑ ̐̌ -̌ ̌̎  ̐ େࢢࡕதԝ۠ೆ৽ொ -̍̍ -̎ タイϜスϏル 5EL.̌ -̒̐ ̓̕ -̌̒ ̒̌ ̒

ॴۀӦݹ໊ ˟̐ ̒̐ -̌ 858 ઍ種۠ઍ種ࢢݹ໊ 1-15-1 ルミφスηンターϏル 5EL.̌ ̑̎ -̓ ̐̑ -̏ ̎̓ ̓

ઋ台Ӧۀॴ ˟̕ ̔̍ -̏ ̍̏ 3 ઋ台ࢢઘ۠ઘதԝ 3-27-7 5EL.̌ ̎̎ -̓ ̓̎ -̔ ̍̎ ̍

ԬӦۀॴ ˟̔ ̍̎ -̌ ̌̌  ̐ Ԭࢢതଟ۠ӿా 2-1-10 5EL.̌ ̎̕ -̐ ̓̍ -̌ ̏̓ ̍

用֤種加湿器ۀ࢈用ɾۀ˔

ɹ˔流量ཧγスςϜػ器ʗΤアロ̦γスςϜɾΧラϜアイ

˔の༷はվྑなどのたΊに༧ࠂなしに変更する͜とが͋りますのでごྃঝئいます。




